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法人の特徴 

─ ⌂  

  

₈ ≢ ⌂ ≈─ ₉≤™℮ ─ ╩ ⇔ ╩ ∆╢ √⌂╢

─ ⅛⌂ ╩ ℮ ה ≤─ ⅎ↨╢ ≤™

℮ ─ ⌐ ≢№╢ ⌐ ∑╠╣√ ╩ √∆⁹ 

   

   │ ─ ≢№╢ ⱥ꜡◦ⱴ─ ≤⇔≡

─ ─ ⌐ ↑≡ ꜟⱣכ꜡◓כⱤכ☻╛

♩♇ⱪ ⌂≥╙ ∆╢₈ ₉╩ ⌐ ⇔ ⇔√₈

₉≤₈ ₉╩ ⇔ 10 ⌐ ꜝfi◐fi◓♩♇ⱪ 100 ⌐ ╢

╩ ∆⁹  

↕╠⌐ ─ ╛ ╖╩ ┌∆≤≤╙⌐ ╛ ─ ⌐ ⅎ≡ ╩ ⇔

♪כꜞ╩



─  

│ ₈ ≢ ⌂Γ ≈─ Δ₉≤™℮ ─ ─ ─ ה

≤ ⌐ ╡ ╪≢⅝√⁹ ┼─ ╩ ⌐ 10 ⌐ √⌐

≤⇔≡ ₈ ╩ ∆╢ ₉₈ √⌂╢ ─ ₉₈ ⅛⌂ ╩ ℮ ₉₈

ה ≤─ ₉₈ ⅎ↨╢ ₉╩ ⇔√⁹ 

↓─ ─ ⌐↓╣╕≢╙₈ ─ ⱦ☺ꜛfi₉╩ ⇔ ╩ ╘

≡⅝√⅜ ╩ ╡ ↄ ─ ╙ ⇔≈≈ 29 ⌐₈100 ⌐╙ ≢ ╡

ↄ ₉≢№╢√╘─ 10 ─ⱪꜝfi≤∕─ ╩ √∆↓≤╩ ∆╢ ⱦ

☺ꜛfi₈SPLENDOR PLAN 2017₉╩ ה ⇔√⁹₈SPLENDOR PLAN 2017₉≢│ ⇔™

─ ≤⇔≡₈ ⌂ ╩ ↄ ₉╩ ⇔ ╩│←ↄ╗ ≢ ⌂

╩ ∆╢↓≤╩ ─Ⱶ♇◦ꜛfi≤⇔ ₈ ⌂ ╩ ↄ ₉╩ ∆╢ ⌂

─ ╩ ⇔≡™╢⁹ √⌂ⱦ☺ꜛfi─ ╩ ╗ ≢ ⌂

╩ ↄ ╩ √∆≤≤╙⌐ ─ ≤ ╩ ⅛⇔√ ╩ ⌐₈ ╩ ⇔

♅ꜗ꜠fi☺∆╢ ₉─ ╩ ™ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─ ⌐ ∟↕╣√ ⌐

∆╢ ╩ ⇔ ╛ ≢ ∆╢ ─ ╩ ℮↓≤⌐╟╡ ≤

⇔≡─ ╩ √∆⁹ 

≢│ ↓╣╠─ ⱦ☺ꜛfi⌐ ∫√ ─ ─ ⌂ ╡ ╖╩

⇔≡⅝√⁹ 

 

ⱪ꜡◓ꜝⱶ HiPROSPECTS® ─  

18 ⅛╠ ⇔√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ│ ≤ ─ ─ ⅛

╠ 27 ⌐∕╣╠╩ ↕∑√◌ꜞ◐ꜙꜝⱶⱴ♇ⱪ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ⌐

∆╢ ╩ ─ ≤⇔ ≤─ ╩ ⌐⇔√⁹╕√ 28

│ ↑ ⱳ₉∂╖╙₈♩▬◘ꜟ♃כ⌐ ╩ ⌐ ♩כꜗ♅כ♄כ꜠∆

╩ ⇔ ⌐╟╢ ╡ ╡╛ ⌐╟╢ ┼─ ⌂≥

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ה ⇔√⁹ 

₈ ₉─  

─ ≈≢№╢₈ ╩ ∆╢ ₉╩ ↑≡ ה

─ ₁⌂ ⅛╠ ⌐≈™≡ ╠ ⅎ ╩ ╘╢↓

≤╩ ≤⇔≡ 23 ⅛╠₈ ₉╩ ≤⇔≡™╢⁹ 

─  

─ ╩ ∆╢√╘⌐ 28 ╟╡ ⌐ ╩

⇔ ∕─ ⌐ ≤ ╩ ™√⁹ │ ⌐ ╢ ╩

⇔ ⅜ ╘╢ ⌐ ≠™≡ ⅜ ⌐ ╢ ─

≤ ╩ ℮ ≤⇔√⁹╕√ ─ ⌐ 21 ─ ╩ ⅝ ╩ ∆╢

─ ─ ⌐ ⌐ ∆╢ ↔≤⌐ ╩ ⇔√₈ꜚ♬♇♩₉≤

⇔≡ ╩ ∆╢ ≤⇔√⁹ 

28 ⌐ ↕╣√ ꜚ♬♇♩╩ ⌐ ⇔ ─ ⅜ ⌐

╩ ∆╢⁹ 

≢ ┬↓≤─ ≤ ╩ ⇔ ≢ ┬ ≢ ≤⌂╢ ╛ ╩ ⌐ ↑

╢↓≤╩ ≤∆╢ ≤⇔≡ 30 ⌐ ₈ ₉╩

⇔√⁹ 

⌂ ⅛╠ ─ ╩ ⅎ≡ ┬↓≤╩ ≤⇔√ ╩

≤ ⌐ ⇔ ∆═≡─ ≢ ⅛╠ ╩

≤⇔ 30 ⌐ ◒꜡☻ ╩ ⇔√⁹ 

₈ ⌐ ┌√ↄ⁹ ─ ₉─  

─ ≤⇔≡ ☻ⱳכ♠ ⱦ☺Ⱡ☻⌂≥ ≢ כ♄כꜞ╢™≡⇔

╩ ≤⇔≡ ⅝ 29 ⅛╠ ╩ ⌐₈ ⌐ ┌√ↄ⁹ ─ ₉╩
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⇔√⁹ 30 ⅛╠│ ─ ╩ ⌐ ₈ ₉─

─ ≤⇔≡ ₈ ⌐ ┌√ↄ⁹ ─ ₉≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ 

▬fi♃כ◦♇ⱪ( )─  

⅜ ─ ה ≢─ Ⱳꜝfi♥▫▪ ╩ ℮

▬fi♃כfi◦♇ⱪ ╩ 31 ⅛╠ ⇔√⁹↓╣│ ⌐⅔↑╢ ≤

≢─ ╩ ┘ ↑╢↓≤≢ ⅜ ╩╟╡ ⌐ ╣╢╟℮

╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╠⅜ ─ ה ─ ⌐≈™≡ ⅎ╢ ╩

ⅎ╢ ⅜№╢⁹ 

TA ─  

╛ ╘╠╣╢ ה ⌐╟╡ Phoenix Teaching Assistant PTA Qualified 

Teaching Assistant QTA Teaching Fellow TF ─ ╩ ⇔√ TA ₈Hirodai TA₉

╩ 28 ⌐ ⇔√⁹PTA │ ─ ─╖ ∆╢⁹QTA │↓╣⌐ ⅎ ♦▫☻◌

♇◦ꜛfi─ⱨ□◦ꜞ♥כ♩╛ ─♦⸗fi☻♩꜠כ◦ꜛfi ─ ╙ ∆╢⁹

TF │ PTA ┘ QTA ─ ⌐ ⅎ≡ ─ ─ ≢ ╩ ⇔≡™╢⁹TF ⌐≈™≡│

28 ⌐ⱶכ♃ ⌐ ⇔√⁹₈Hirodai TA₉│ ↓℮⇔√ ╛ ╩ ⇔≡

─ ╩ ∆╢ ╛ ┼─ ™ ≤ ╩ ⌐ ↑↕∑╢

≢ ╩ ╗ ─ ≤≤╙⌐ ⇔√ ≤⇔≡╙ ≢⅝╢

─ ╩ ⇔≡ ─ ≤ ─ ╩ ∫≡™╢⁹ 

┘ ─  

☻◒▫♥fi☻≤▬fiⱨ◊ⱴ◄▬◘♃כ♦ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ה ⌐

ⅎ ₁⌂ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐╙ ⇔√ ╩ ∆╢ ╩ ╕√

─ꜞⱬꜝꜟ▪כ♠ ╩ ™ ≤ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆╢

╩ ⌐ 30 ⌐ ⇔√⁹↓─ ≢│ ─ ╩

≤ ⇔≡⅔╡ ≤≤╙⌐ ⌂ꜟⱣכ꜡◓┬ ╩ ∆╢⁹ 

₈ ⌂ ╩ ↄ ₉╩ ⌂ꜟⱣכ꜡◓╢∆ ╩ ∆  

─ ⱦ☺ꜛfi₈SPLENDOR PLAN 2017₉─ ╩ ╡ ⇔ ™ ⌐

∂↓╙╢↓≤⌂ↄ ™ ╛ ╩ ⌐ ↑√ ─ ╩ ⇔≡ ꜟⱣכ꜡◓

⌐⅔↑╢ ₁⌂ ╩ ≢⅝╢ ╩ ⇔≡™╢⁹ ─ 11 ╩ ⇔ 31

⌐ ┘ ╩ ⇔√⁹↕╠⌐

⌐│ ≤ ╩ ⇔ ≤∆

╢⁹ 

fi◓ⱪ꜡◓ꜝⱶ▫♦כꜞ ┘ ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

23 ⌐ ─ ה ─ ╖╩ ⅎ ⌂ ⌐ ⇔

⅛╠─ ≤™℮ ⌂ ╩ ─כ♄כꜞꜟⱣכ꜡◓╢∆ ╩ ≤⇔√

₈ ╩ ∆╢ⱨ▼♬♇◒☻ꜞכ♄כ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⅜

⌐fi◓ⱪ꜡◓ꜝⱶ▫♦כꜞ ↕╣√⁹↕╠⌐ 26 ⌐╙ ─ ה

─ ╖╩ ⅎ≡ √⌂ ─ ╖╩ ≢⅝╢ ╩ ⇔ ↄ כ꜡◓╢√╦⌐

Ᵽꜟꜞכ♄כ≤⇔≡ ⌐ ╡ ∆↓≤╩ ≤⇔√₈√⅔╛⅛≢ ⌂ ⱪ꜡◓

ꜝⱶ₉⅜ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐ ↕╣ ⌂ ╩ ⇔≡⅝√⁹ 

30 10 ⌐│₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⌐ ↕╣√ 13 15 ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ≈⌐

∂ↄ ≢ ₈◕ⱡⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⅜ ↕╣√⁹₈◕ⱡⱶ

ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉≢│ ─ ה ╩ ⇔√ ─

ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢⁹ 

↕╠⌐ │ 25 ⌐₈ ₉22 ─ ≈⌐ ╕√ 26

ꜟⱣכ꜡◓כⱤכ☻₈│⌐ (♩♇ⱪ )₉13 ─ ≈⌐ ≢

↕╣≡™╢⁹ 
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─  

─↕╠⌂╢ ⌐ ↑≡ 29 ⌐ ה ⇔√ ─ ⱦ☺ꜛfi

₈SPLENDOR PLAN 2017₉⌐ →√ₐ ⌂ ╩ ↄ ₑ╩ ∆╢ ⌂

─ ╩ ⇔ ≈─ ╩ → ╩ ⇔≡™╢⁹ 

 

⌂ IR ⌐ ≠ↄ ⱴⱠ☺ⱷfi♩─  

─ ╛ ה ─ ─√╘ AKPI®≤ BKPI®⌐╟╢

Ɽⱨ◊כⱴfi☻─ ⌂⸗♬♃ꜞfi◓╩ ∫≡™╢⁹ 

AKPI® ─ ⌂⸗♬♃ꜞfi◓≤ ↕╣√ ╩ ⌐ ∆╢

⌐ ⇔ ─ ╩ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

┘ ─ ╩ ℮ ≤⇔≡ URA ╩ ⇔ URA Ⱡ♇♩꞉כ◒┼

─ ≤ ╩ ∂≡ ה ≤ ╩ ⅎ√ ≤⇔≡ ╩ ™

╩ ∂√ⱳ☻♩▪꞉כ♪ ─ ⅛╠ ╩ ≤⇔√ ⱪ꜠▪꞉כ

♪ ─ ┼≤ ↄ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

ה ┼─  

╛ ─ ─ ≤₈SPLENDOR PLAN 2017₉⌐ →╢ ⌐

─ ╩ ≤∆╢ ╩ ⇔ ─ №╢ ╩ ⇔≡™

╢⁹ 

₈ ─ ₉─ ≤⇔≡ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─ ≤─ ─ ╛

ⱪ꜡☺▼◒♩┼─ ⌂ ╩ ∂≡ ≤⇔≡ ⌂ Ⱡ

♇♩꞉כ◒ ╩ ∫≡™╢⁹ 

₈ ה ─ ₉─ ≤⇔≡ ≤ ─ ╖≢№╢ ≤─ ⌐╟╡

⌂ ┼ ↕∑╢√╘ ─ ╩ ℮ ♩♇ⱪ ╩ ∆╢≤

≤╙⌐ ♩♇ⱪ ╩ ┼™⇔√₈ ─ⱨ◊כꜝⱶ₉╛꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ╩

⌐ ⇔≡™╢⁹╕√ ה ─ ┘ 11 ⅛╠ ┼─

╩ ∂√ ⅛≈ ⌂ ⌐╟∫≡ ─ ╩ ⇔ ה ⅜ ╖

↕╣╢ ╩ ⇔√⁹ 

▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ─  

⌂ ╩ ∆╢√╘ ◦♬▪⅛╠─ⱳ☻♩ ╩ ≤∆╢ ╩ ∆

╢≤≤╙⌐ ─ ╙ ⇔ ╩ ↕∑╢√╘

─ ╩ ⇔≡™╢⁹╕√ ⅜ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌐ ⇔√♥♬ꜙ▪♩ꜝ

♇◒ ⌂≥─ ╩ ⇔ ⌂ ⌐ ╘≡™╢⁹↕╠⌐ Principal 

Investigator PI ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ∆╢√╘ ─ ╛ FD

╩ ↕∑√⁹╕√ ⱷfi♃כ ─ ─ ╩ ╘√⁹ 

⌐≈™≡│ ─ ─ ─ ⌐ ↑

▬ⱡⱬכ◦ꜛfi┼─ ╩ ℮╟╢⌂≥ꜟ♦⸗ꜟכ꜡∆ ─ ┼─

⌐ ≢⅝╢ ─ ╩ ╘≡™╢⁹ 

⌐≈™≡│ ◒꜡☻▪ⱳ▬fi♩ⱷfi♩ ╛ ⌂≥─ ─ ╛

╩ ⇔√ ⌂ ─ ╩ ⇔≡ ⇔≡™╢⁹ ⅎ≡ ₁⌂

─ ⌂≥ ─ ╩ ℮↓≤≢ ⌂ ─ ╩ ↕∑╢⁹ 

╩ ↕∑╢Ⱡ♇♩꞉כ◒─  

◐ꜗfiⱤ☻ ╩₈ ─ ₉≤⇔ ─ ╩ ℮ ╩ ⌐ ─♩

♇ⱪ ╛ ╩כ♄כꜞ─ ┼™⇔√₈ ─ⱨ◊כꜝⱶ₉ ╩ ∆╢⌂≥ ╩

⇔ ⌂ Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ⇔≡™╢⁹ 

URA ⌐╟╢ ─ ⌐╟╢꜠Ⱨꜙ♥כ◦ꜛ

fi ≤≤╙⌐ ─ ╩↕╠⌐ ∆╢√╘ ⱨ▼꜡כ⌐╟╢

─ ≤Ᵽꜞ◄כ◦ꜛfi ╩ ╘√⁹ 

⌐≈™≡│ ꜝ▬♥▫fi◓☿fi♃כ⌐⅔™≡ ☿Ⱶ♫כꜞ♩ꜞ╛כ♩ ─
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⌐ ╢●▬♪ꜝ▬fi─ ⌐╙ ╦∫≡™╢⁹ 

 

ꜟⱣכ꜡◓ ─  

│ ─ ≢№╢ ⱥ꜡◦ⱴ─ ≤⇔≡

─ ─ ⌐ ↑≡ ꜟⱣכ꜡◓כⱤכ☻╛ ♩

♇ⱪ ⌂≥╙ ∆╢₈ ₉╩ ⌐ ⇔ ⇔√₈ ₉≤₈

₉╩ ⇔ 10 ⌐ ꜝfi◐fi◓♩♇ⱪ 100 ⌐ ╢ ╩ ⇔≡

™╢⁹ 

⇔√₈ ₉╩ ⌐ ∆╢√╘ כ♃כ◊◒ ─ ╛◦ꜝⱣ☻─

⌐╟╢ ─ ⌂≥─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐



[ ─ ⌐ ↑√ Ἑ ] 

ủ ╛ ╛ ─ ™╩ ⅎ≡ ⌂ ⅛╠ ─ ╩ ⅎ╢↓

≤⅜≢⅝ ≤ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆╢↓≤╩ ≤⇔≡ ╩ ™√

─╖≢ ↕╣√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ⇔√ ╩ 30

⌐ ⇔√⁹ ∆╢  

 

ủ ─ ≤⇔≡ ☻ⱳכ♠ ⱦ☺Ⱡ☻⌂≥ ≢ ♄כꜞ╢™≡⇔

╩כ ≤⇔≡ ⅝ 29 ⅛╠ ╩ ⌐₈ ⌐ ┌√ↄ⁹ ─ ₉

╩ ⇔≡™╢⁹ 30 ⅛╠│ ─ ╩ ⌐ ₈

₉─ ─ ≤⇔≡ ₈ ⌐ ┌√ↄ⁹ ─ ₉≤⇔≡ ⇔≡

⅔╡ ⅜ ∏ ∏≈ ⌐ ≢⅝╢╟℮ ⅛╠ ⌐⅛↑≡ ⇔≡™╢⁹╕

√ ⌐☻◒▫♥fi☻≤▬fiⱨ◊ⱴ◄▬◘♃כ♦ ∆╢ ⌂ ╩ ה ⌐ ⅎ

↕╕↨╕⌂ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐╙ ⇔√ ╩ ∆╢ ╩ 30

⌐ ⇔√⁹ ∆╢  

 

ủ ╩ ∟ ≢ ≢⅝╢ ⌂ ╩ ∆╢√╘ ─ 11 

╩ ⇔ 31 ⌐ ┘ ╩ ⇔

√⁹╕√ 30 10 ⌐ 31 ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉─ ⅜ ↕╣

ה ≢ ─₈◕ⱡⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⅜ 13 15

ⱪ꜡◓ꜝⱶ ↕╣√⁹↓─₈◕ⱡⱶ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉≢│

─ ה ╩ ⇔√ ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ╩ ∆╢⁹ ∆╢

 

 

ủ ○כꜝ◓ה▪ꜞ♩☻כ♠ ⱪ♠▫ⱥ▬ꜝה♠▬♪┘ ≤─☺ꜛ▬fi♩כꜞ◓▫♦ה

ⱪ꜡◓ꜝⱶ(JD) ⌐ ↑≡ ╩ ╘ ⌐ ┼

⇔√⁹ 12 ⌐ ⅛╠ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⅜ ╘╠╣√⁹ ∆

╢  

 

ủ ⌐⅔™≡ ╩ ™√ ─╖≢ ╩☻כ◖╢⅝≢ ⇔ 28

│ √⌐ 24 ⅜☻כ◖ ⅎ 57 ╡⌂≥☻כ◖ 29 │ 62 ⌐☻כ◖ ⅎ√⁹╕

√ 30 ─ │ 69 ╡⌂≥☻כ◖ 31 ─ 66 ☻כ◖ ╩

⇔√⁹ 31 ─ ╩ ™√ ─╖≢ ─☻כ◖╢⅝≢ │ 73 ◖

⁹╢™≡∫⌂≥☻כ ∆╢  

 

ủ 28 ⌐ √⌂ TA ₈Hirodai TA₉╩ ⇔√⁹ ╛ ╘╠╣╢ ה

⌐╟╡ Phoenix Teaching Assistant PTA Qualified Teaching Assistant QTA

Teaching Fellow TF ─ ╩ ⇔≡⅔╡ PTA │ ─ ─╖ ∆╢⁹QTA

│↓╣⌐ ⅎ ♦▫☻◌♇◦ꜛfi─ⱨ□◦ꜞ♥כ♩╛ ─♦⸗fi☻♩꜠כ◦ꜛfi ─

╙ ∆╢⁹TF │ PTA ┘ QTA ─ ⌐ ⅎ≡ ─ ─ ≢ ╩

⇔≡™╢⁹ ∆╢  

 

ủ ₈ ╩ ↄ ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ HIRAKU₉ [ ─◖fi♁כ◦▪

ⱶ─ ₈ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉ ]⌐⅔™≡ ⌂

ⱳ☻♩♪◒♃כ ♥♬ꜙ▪♩ꜝ♇◒ ─ ה ╩ ╢√╘

≤ ⅜ ≤⌂╡ ה ╩ ≤⇔√

⅜₈ ◖fi♁כ◦▪ⱶ₉╩ ⇔ ⱳכ♩ⱨ◊ꜞ○

HIRAKU-PF)─ ╛ ▬fi♃כfi◦♇ⱪ ⌐╟╡ ─ ≤ ⌂◐ꜗꜞ▪

Ɽ☻╩ ∆ ╖╛ ⇔≡ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⇔√⁹ 
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╕√ ◐ꜗꜞ▪ ⌐≈™≡│ ₈◐ꜗꜞ▪ ⌐ ∆╢ ™

╩ ⌐≈↑╢ ₉ ┘₈◐ꜗꜞ▪♦◙▬fi - ⱪ꜡ⱨ▼♇◦ꜛ♫ꜟ⅜₈№⌂

√─ ₉─√╘⌐ ╢-₉─ ╛◐ꜗꜞ▪ ה ╩↕╠⌐ ה ∆╢√╘

─ ⌐╟╢ ─ ה ⌐╟╢₈ ◐ꜗꜞ▪ Ⱡ♇♩꞉ככ



√ ≢│₈S₉ ⱦ☺ꜛfi ⌐ ↑√ ┘ ⌂▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ─

⌐≈™≡ ⌐ ╣√ ⅜ ╘╠╣╢ ╩ √⁹ 30 ⌐│, COI ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ™

√ ◘▬♩ ─ ╖ ⌐ ⅎ≡ ⌂ ─ ≤ ╩

≤⇔≡ ₈ ה╤↓↓ה ☿fi♃₉כ╩ √⌐ ⇔√⁹ ☿fi♃כ╩ ⌐

ה ה ╩ ≢ ╡ ╗√╘─ ╛,ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─ ⌐
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【５】 【４】 【３】 【２】 【１】

特筆すべ
き実績を
上げて
いる

優れた実
績を上げ
ている

進捗して
いる

十分に進
捗してい
るとはい
えない

進捗して
いない

【 ４ 】

【 ４ 】

【 ４ 】

【 ４ 】

【 ３ 】

【 ３ 】

【 ３ 】

【 ３ 】

【 ２ 】

【 ３ 】

【 ３ 】

※　大項目「Ⅰ　教育に関する目標」及び「Ⅱ　研究に関する目標」においては、学部・研
　究科等の現況分析結果による加算・減算を反映している。

評価結果

≪概要≫

　第３期中期目標期間の教育研究の状況（４年目終了時）について、法人の特徴等を踏まえ評価

を行った結果、広島大学の中期目標（大項目、中項目及び小項目）の達成状況の概要は、以下の

とおりである。

＜判定結果の概要＞

　中期目標（大項目） 中期目標（小項目）判定の分布

　中期目標（中項目）

判定

Ⅰ 教育に関する目標 計画以上の進
捗状況にある

計画以上の進
捗状況にある

２ 教育の実施体制等に関する目標 １計画以上の進
捗状況にある

１
教育内容及び教育の成果等に関す
る目標

２ ２

計画以上の進
捗状況にある

４ 入学者選抜に関する目標 １順調に進
んでいる

３ 学生への支援に関する目標 １

Ⅱ 研究に関する目標 順調に進
んでいる

順調に進
んでいる

２ 研究実施体制等に関する目標 ２順調に進
んでいる

１
研究水準及び研究の成果等に関す
る目標

１

Ⅲ
社会との連携や社会貢献及び地域を志
向した教育・研究に関する目標 おおむね順調

に進んでいる

なし １

Ⅳ その他の目標 順調に進
んでいる

順調に進
んでいる

１ グローバル化に関する目標 １

広島大学
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≪本文≫ 

Ⅰ 教育に関する目標（大項目１） 

１． 評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 

（判断理由）「教育に関する目標」に係る中期目標（中項目）４項目のうち、３項目が「計

画以上の進捗状況にある」、１項目が「順調に進んでいる」であり、これらの

結果に学部・研究科等の現況分析結果（教育）を加算・減算して総合的に判断

した。 

２． 中期目標の達成状況 

（１） 教育内容及び教育の成果等に関する目標（中項目 1-1） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 

（判断理由）「教育内容及び教育の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）４項

目のうち、２項目が「優れた実績を上げている」、２項目が「進捗している」

であり、これらを総合的に判断した。 

小項目 1-1-1 判定 判断理由 

 人類が直面する予測不能

な種々の課題を発見し解決

することのできる教養と専

門的知識及び能力を身に付

け，平和を希求するグロー

バル人材を養成する。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 学士課程教育のグローバル化 

 地球的な視座から国際社会の諸課題を考え、他者と協調的

に行動できる人材を養成することを目的として、総合科学部

国際共創学科を設置し、英語を用いた授業科目のみで構成さ

れた学位プログラムを導入している。（中期計画 1-1-1-2） 

○ 教養科目でのアクティブ・ラーニングの推進 

 教養教育科目へのアクティブ・ラーニング導入を促進する

ため、ファカルティ・ディベロップメント（FD）として教養

教育授業参観・研究会を各タームで開催するなどの取組を行

広島大学
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い、令和元年度の教養教育におけるアクティブ・ラーニング

の導入率は 77％となっている。（中期計画 1-1-1-4） 

○ データサイエンスとインフォマティクス教育の充実 

 データサイエンスとインフォマティクスに関する高次な素

養を体系的・統合的に備え、社会のさまざまな分野で活躍で

きる人材を育成するため、情報科学部を平成 30 年度に設置

している。この情報科学部を大学におけるデータサイエンス

とインフォマティクス教育の中核ハブとし、大学全体の機能

強化につなげるため、コンピュータのプログラミングや統計

学の基礎を学ぶ科目を実施している。（中期計画 1-1-1-4） 

小項目 1-1-2 判定 判断理由 

 高度な専門的知識を基礎

に自ら価値を生み出し，人

類が直面する予測不能な

種々の課題を発見し解決す

るとともに，平和を希求し

てグローバルに活躍する高

度専門人材を養成する。 

【４】  中期目標の達

成に向けて進捗

し、優れた実績

を上げている 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

○ また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結

果、「大学院教育のグローバ

ル化」が優れた点として認め

られるなど「優れた実績」が

認められる。 

≪特記事項≫ 

（優れた点） 

○ 大学院教育のグローバル化 

 グローバル化に対応した大学院教育を実施し、現代社会で

活躍できる高度な人材を養成するため、大学院課程におい

て、英語を用いた授業科目のみで修了できるコースを令和元

年度時点で 73 コース設置している。なお、平成 28 年度から

令和元年度までの入学者数の合計は 1,251 名、修了者数の合

計は 980 名となっている。（中期計画 1-1-2-3） 

（特色ある点） 

○ ５年一貫の博士課程教育 

 国際的視野を持ち、現代社会で活躍できる高度な人材を育

成するため、令和元年度に大学院統合生命科学研究科及び大

学院医系科学研究科を設置し、持続可能な発展科目及びキャ

広島大学
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リア開発・データリテラシー科目の２つの科目群から構成さ

れる大学院共通科目を開設している。また、令和元年度に文

部科学省「卓越大学院プログラム」に「ゲノム編集先端人材

育成プログラム」が中国・四国地方で唯一採択され、ゲノム

編集を使いこなせる人材及びゲノム編集を産業へ直結させる

人材を養成する５年一貫の博士課程学位プログラムを構築し

ている。なお、令和元年度には 12 名の学生を受け入れてプ

ログラムを実施している。（中期計画 1-1-2-1） 

○ 海外大学とのジョイントディグリー 

 グローバルに活躍できる能力を育成するため、国際的キャ

リアや長期海外留学を念頭に置いた短期・中期のプログラム

に加えて、ダブルディグリー・プログラムをさらに拡充する

とともに、グラーツ大学（オーストリア）及びライプツィヒ

大学（ドイツ）とのジョイントディグリー・プログラム

（JD）新設に向けて調整を進めた結果、令和２年度にこれら

の大学と共に国際連携専攻を設置している。（中期計画 1-

1-2-2） 

小項目 1-1-3 判定 判断理由 

 高い倫理観を持ち，社会

の法的ニーズに応じた適切

なリーガル・サービスを提

供できる専門職業人として

の優れた法律専門家を養成

する。 

【４】  中期目標の達

成に向けて進捗

し、優れた実績

を上げている 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

○ また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結

果、「個別指導システムの構

築と司法試験の合格率向上」

が優れた点として認められる

など「優れた実績」が認めら

れる。 

≪特記事項≫ 

（優れた点） 

○ 個別指導システムの構築と司法試験の合格率向上 

 オーダーメイド型の知識活用型と問題発見型を統合した教

育を実現するため、平成 28 年度から令和元年度の間に 54 回

の FD を実施している。また、統合型教育及び学修コーチン

広島大学
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グによる個別指導のシステムを構築し、知識を論理的思考上

の定点として見ず、論理の動線上で捉えること、論理の動線

を方向づけし伸長させる諸要素を分析すること、知識を論理

の動線上で捉えることで事例解決における事案を区別するこ

と、事実から何が求められるのかを法的論理の動きから導き

出せることを意識づけし定着させる取組を進めている。令和

元年度の授業改善アンケート調査では、授業に強く満足した

又は満足したと回答した学生は 86.49％となっており、修了

生の就職先の上司へのヒアリングにおいても、事件解決後も

より適切な解決を求めて探求する努力を怠らない点で評価さ

れている。なお、司法試験合格率は平成 27 年度の 17.0％か

ら、令和元年度には 35.9％へと向上している。（中期計画

1-1-3-1） 

小項目 1-1-4 判定 判断理由 

 学校における諸課題につ

いて，優れた実践的対応力

と実践研究力を備えた新人

教員，ミドルリーダー及び

スクールリーダーを養成す

る。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 教職大学院における高い教員就職率 

 教職大学院において、学校における諸課題について優れた

実践的対応力と実践研究力を備えた教員を養成するため、授

業以外にも「さあ、実践力を高めようプロジェクト」や、面

接・模擬授業の対策講座ならびに個別相談・対応を継続的に

開催している。「さあ、実践力を高めようプロジェクト」に

ついては、平成 30 年度は 44 回、令和元年度は 33 回開催

し、面接・模擬授業の対策講座は、平成 30 年度及び令和元

年度に各７回開催している。なお、教員就職率は平成 29 年

度修了生は 100％、平成 30 年度修了生は 90％、令和元年度

修了生は 100％となっている。（中期計画 1-1-4-1） 
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（２） 教育の実施体制等に関する目標（中項目 1-2） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 

（判断理由）「教育の実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であ

り、当該小項目が「優れた実績を上げている」であることから、これらを総合

的に判断した。 

小項目 1-2-1 判定 判断理由 

 教育の国際標準化を推進

し，質の向上を図るため，

他大学とも連携して，全学

的実施体制を強化する。 

【４】  中期目標の達

成に向けて進捗

し、優れた実績

を上げている 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

○ また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結

果、「自立した教育者を育成

する TA 制度の導入」が優れた

点として認められるなど「優

れた実績」が認められる。 

≪特記事項≫ 

（優れた点） 

○ 自立した教育者を育成する TA 制度の導入 

 専門分野の知識体系を俯瞰する力や、教育活動への深い理

解と学習支援方法を身に付けさせ、自立した教育者としても

活動できる大学院生の育成を目指し、授業の補助業務のみ担

当する Phoenix Teaching Assistant（PTA）、ディスカッシ

ョンのファシリテートや実験時のデモンストレーション等の

補助的授業指導も担当する Qualified Teaching Assistant

（QTA）及び教員の監督の下で授業を担当できる Teaching 

Fellow（TF）の３階層を設定した TA 制度「Hirodai TA」を

平成 28 年度に導入し、継続して「QTA 資格取得研修会」

（参加者延べ 5,325 名）、TF の資格取得に受講が必要な

「大学教員養成講座」（受講者延べ 106 名）を開催してい

る。また、FD として「TA 研修会（実践編）」や「TA と協働

する授業の設計・運営方法」を開催し、TF と教員が協働し

た授業及び QTA が加わった授業の事例紹介や、TA 経験のあ

る学生を対象として実施したアンケートの結果を参考に、TA

と共に創るより良い授業について考えていく機会を設けてい

る。 

 なお、授業担当教員が QTA のパフォーマンスに対して４項

目を５段階評価する実績報告書等についてデータ解析を行

広島大学

-　16　-



い、研究成果を広島大学高等教育研究開発センターが発行す

る『高等教育研究叢書』に掲載し、全国へ向けて発信してい

る（中期計画 1-2-1-2） 

（特色ある点） 

○ 新型コロナウイルス感染症下の教育 

 学生の情報通信技術の活用能力の向上と教員の先進的講義

手法による教育力の強化などを目的として、平成 27 年度か

ら学生のノートパソコン必携化を実施し、平成 28 年度には

学内のすべての講義室で無線 LAN の利用を可能とする学内の

wi-Fi 環境を整備するとともに、学生の充電需要に対応する

ために専用の PC ロッカーを設置している。また、新型コロ

ナウイルス感染症の影響下でのオンライン授業等のリモート

教育に関する取組として、キャンパス内でオンラインによる

授業を受講できるよう学生が自由に使用できる教室等を確保

するとともに、自宅にインターネット環境の整っていない学

生には、Wi-Fi ルーターを無償貸与している。さらに、十分

な感染防止対策及び授業等のオンデマンド配信に係る著作権

法に係る配慮もしたうえで、対面型とオンライン型の特長を

活かした授業を実施している。（中期計画 1-2-1-2） 

（３） 学生への支援に関する目標（中項目 1-3） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 

（判断理由）「学生への支援に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、

当該小項目が「優れた実績を上げている」であることから、これらを総合的に

判断した。 

小項目 1-3-1 判定 判断理由 

 多様なニーズを持った学

生（留学生，社会人，障が

い学生等）に対する支援を

拡充するとともに，学修環

境を整備・充実する。 

【４】  中期目標の達

成に向けて進捗

し、優れた実績

を上げている 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

○ また、特記事項を判断要

素とし、総合的に判断した結

果、「学生及び若手研究者へ

のキャリア支援の充実」が優

れた点として認められるなど

「優れた実績」が認められ

る。 
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≪特記事項≫ 

（優れた点） 

○ 学生及び若手研究者へのキャリア支援の充実 

 キャリア支援・就職支援を強化・充実するため、学部１年

次生全員を対象に、学外の企業等での就業体験等を行う初年

次インターンシップ（社会体験）を実施しているほか、教養

教育科目「キャリア教養講座－世界に通用する高い社会人力

を身につける－」等を開講している。キャリア支援イベント

におけるアンケート調査の結果、学生の満足度は令和元年度

に 92.9％となっている。 

 また、優秀な若手研究者を育成・確保するため、文部科学

省の次世代研究者育成プログラム「未来を拓く地方協奏プラ

ットフォーム HIRAKU」事業において、若手研究者ポートフ

ォリオ（HIRAKU-PF）の活用や長期インターンシップ派遣等

により、人材の流動化と多様なキャリアパスを促す仕組みや

自立して研究に専念できる環境を整備している。 

 なお、平成 30 年に株式会社ヴォーカーズが発表した「本

当に良い就職をしている大学ランキング」においては全国３

位、株式会社日経リサーチの「企業の人事担当者から見た大

学イメージ調査」においては総合ランキング５位などとなっ

ている。（中期計画 1-3-1-2） 

（特色ある点） 

○ 教育におけるアクセシビリティの推進 

 多様な学生を想定した教育のアクセシビリティ及び障がい

のある学生への合理的配慮の標準化・一般化を推進するた

め、筆記通訳支援に音声認識エンジンを用いたクラウド型遠

隔支援システムを導入し、全面遠隔化と一部自動化など、

ICT・クラウド技術を活用した授業支援・ユビキタス支援を

整備・拡充している。また、アクセシビリティ教育プログラ

ムを拡充し、学生・教職員におけるアクセシビリティに関す

るリーダー人材育成を目的として、アクセシビリティリーダ

ー育成プログラムを実施している。（中期計画 1-3-1-3） 
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（４） 入学者選抜に関する目標（中項目 1-4） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「入学者選抜に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当

該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に判断した。 

小項目 1-4-1 判定 判断理由 

 国内外から多様な背景を

持った優秀な人材を受け入

れるため，新たな入学者選

抜を実施する。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 国際バカロレア資格に対応した入試の導入 

 グローバル化に対応できる人材を受け入れるため、平成

29 年度学部入試から語学力、コミュニケーション能力、国

際理解、論理的思考力及び主体的学習態度等を養うことを目

標とする国際バカロレア（IB）資格取得者を対象とした入試

を 10 学部で導入している。（中期計画 1-4-1-2） 

○ オンライン入学手続システムの導入  

 受験者の利便性向上のため、令和２年度入試から、全学部

入試において入学手続システム（UCARO）を導入し、出願か

ら入学手続までをインターネットで行うことを可能としてお

り、令和２年度入試では、学部で 2,476 名が UCARO を利用し

て入学手続きを行っている。（中期計画 1-4-1-3） 
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Ⅱ 研究に関する目標（大項目２） 

１． 評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「研究に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、２項目が「順

調に進んでいる」であり、これらの結果に学部・研究科等の現況分析結果（研

究）を加算・減算して総合的に判断した。 

２． 中期目標の達成状況 

（１） 研究水準及び研究の成果等に関する目標（中項目 2-1） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「研究水準及び研究の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１

項目であり、当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的

に判断した。 

小項目 2-1-1 判定 判断理由 

 自由で独創性の高い研究

を推進し，個性ある研究分

野における，国際発信力を

高めるとともに，国内外の

他機関とも連携しながら世

界トップレベルの研究の達

成を目指す。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 研究拠点の形成促進 

 「人文社会系・学際系」、「理・工・農系」及び「生命・

医学系」のそれぞれの研究分野で特色ある研究を発展させて

いくため、研究拠点を育成・選定していく研究拠点形成シス

テムを整備している。選定された研究拠点に対しては、

University Research Administrator（URA）による研究拠点

活動支援や外部資金獲得支援、研究拠点活動経費の配分及び

研究スペースの優先措置を行っている。令和元年度末にはイ

ンキュベーション研究拠点 11 拠点及び自立型研究拠点 12 拠

点（インキュベーション研究拠点から昇格した拠点を含む）

が活動しており、平成 30 年度には、自立型研究拠点の１つ

であるゲノム編集研究拠点を基盤としたゲノム編集イノベー
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ションセンターを設置し、研究活動を推進している。また、

平成 31 年度には自立型研究拠点の広島大学医療経済研究拠

点を、国内外の研究機関及び学生も参画する独自の最先端国

際プロジェクトとして認定している。 

 これらの研究拠点により、例えば「次世代を救う広大発

Green Revolution を創出する植物研究拠点」では拠点メン

バーの SCI 論文数が、文部科学省の研究大学強化促進事業ス

タート時（平成 25 年度）の３倍（大学全体は第２期中期目

標期間終了時の 1.5 倍）となり、国際共著論文数は 4.8 倍

（大学全体は約２倍）となっている。（中期計画 2-1-1-1） 

○ SDGs への貢献を目指したネットワーク拠点 

 持続可能な地球社会の実現をめざす国際協働研究プラット

フォームである「フューチャーアース（FE）」及び持続可能

な開発目標（SDGs）に貢献する全学的な取組を推進するとと

もに、これらの目標達成に資する広島大学の各種取組を集約

し、平成 30 年度に「広島大学 FE・SDGs ネットワーク拠点」

を設置している。この拠点において、大学（学生を含

む。）、国、地方公共団体、企業及び海外研究機関等の担当

者が集まって議論する「広島大学 SDGs シンポジウム」を開

催するなど、平和、環境といった全ての SDGs に貢献するこ

とを目指し、国際共同研究及び研究者交流を推進している。

（中期計画 2-1-1-1） 

○ 海外との国際研究ネットワークの構築 

 海外大学等との包括協定締結は、令和元年度末現在で累計

370 件となっており、国際研究ネットワークの構築により、

インドや米国などの海外大学等との国際共同研究や国際共著

論文の取組を進めている。インド科学産業研究委員会

（CSIR）との間で国際共同研究・教育ハブを確立するための

全学交流協定覚書（MoU）を締結し、広島大学自立型研究拠

点（社会実装指向型 HiSENS 拠点等）を中核にインド全土に

研究交流の展開を行っている。なお、社会実装指向型

HiSENS 拠点では、拠点メンバーの国際共著論文率が、文部

科学省の研究大学強化促進事業スタート時（平成 25 年度）

の 27.6％に対し、令和元年度には 44.2％（大学全体は

36.9％）となっている。（中期計画 2-1-1-1） 
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（２） 研究実施体制等に関する目標（中項目 2-2） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「研究実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）２項目のうち、

２項目が「進捗している」であり、これらを総合的に判断した。 

小項目 2-2-1 判定 判断理由 

 研究活動を適切に評価で

きるように研究マネジメン

ト機能を強化し，重点領域

に効率的な研究支援を行

う。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 教員の業績管理のための指標導入 

 広島大学独自の目標達成型重要業績指標（AKPI）等による

インキュベーション研究拠点及び自立型研究拠点等の戦略的

重点分野の研究活動の評価や、平成 29 年度の教員エフォー

ト指標（BKPI）の策定及び愛媛大学、徳島大学、山口大学

（令和元年度から島根大学が参加）とともに構築した共通の

指標（C-KPI（Common Key Performance Indicator））によ

り、教員の教育研究情報全てのモニタリングと教育研究業

績・エフォート管理の共通化を進めている。また、研究拠点

形成システムの評価に AKPI 等を活用し、若手研究者等の重

点配置を行っている。（中期計画 2-2-1-1） 

○ 若手研究者の戦略的育成 

 令和元年度に、文部科学省「世界で活躍できる研究者戦略

育成事業」に全国２拠点のうちの１拠点として採択された

「地方協奏による世界トップクラスの研究者育成（HIRAKU-

Global）」の取組として、若手研究者の育成のための体制整

備、評価指標及び蓄積するデータの検討に着手し、育成する

研究者の能力を適切に評価できるポートフォリオシステムを

構築するとともに、C-KPI を活用した能力の見える化による

能力向上の仕組みを構築している。（中期計画 2-2-1-1） 
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小項目 2-2-2 判定 判断理由 

 研究資源を学内外で有効

に活用し，本学の強みであ

り特色である研究の発展に

資するとともに，我が国の

学術研究の発展に貢献す

る。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 国際共同研究の推進 

 共同利用・共同研究拠点において、共同利用・共同研究課

題の英語版ウェブサイトでのオンライン申請システムの整備

やシンポジウム等の開催により、国内外の研究者交流を促進

している。これらの取組により、平成 28 年度から令和元年

度にかけて、国際共同研究の件数は、放射線災害・医科学研

究拠点では第２期中期目標期間の年平均 0.2 件から年平均

15 件に増加し、放射光物質物理学研究拠点では第２期中期

目標期間の年平均 18.3 件から年平均 34.3 件へと増加してい

る。また、平成 28 年度から活動を開始した生体医歯工学共

同研究拠点においても、平成 28 年度の２件から令和元年度

には 24 件へと増加している。（中期計画 2-2-2-2） 

○ 新型コロナウイルス感染症に係る研究 

 新型コロナウイルス感染症対策に関連した研究開発では、

AMED ウイルス等感染症対策技術開発事業（実証・改良研究

支援）において、コロナウイルスを迅速・高精度に診断する

自動機器に関する研究開発、呼吸音遠隔モニタシステムに関

する研究開発及び新型コロナウイルス感染症に対する 222nm

紫外線を用いた感染対策に関する研究開発の３件が採択され

ている。 
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Ⅲ 社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標（大項目３） 

１． 評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けておおむね順調に進んでいる 

（判断理由）「社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標」に

係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「十分に進捗している

とはいえない」であることから、これらを総合的に判断した。 

２． 中期目標の達成状況 

 

小項目 3-1-1 判定 判断理由 

 地域に集積する輸送機

器，鉄鋼，機械分野等の産

業界及び広島県を中心とす

る地域社会や他大学等と密

接に連携し，国際競争力の

向上やイノベーション創出

等に貢献するとともに，地

域を志向した教育・研究を

推進する。 

【２】  中期目標の達

成に向けて十分

に進捗している

とはいえない 

○ 中期計画の判定において

「中期計画を十分に実施して

いるとはいえない」がある。 

○ また、「教育学部及び教

育学研究科における教員就職

率の状況」に改善を要する点

が指摘されたため、小項目の

達成が十分に見込まれない。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 



○ 中長期的なコンソーシアム型連携体制の構築 

 複数機関との複合的ネットワーク形成による中長期的なコ

ンソーシアム型連携の構築を進めるため、感性イノベーショ

ン拠点（国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）「セン

ター・オブ・イノベーション（COI）プログラム」採択）、

「ゲノム編集」産学共創コンソーシアム（JST「産学共創プ

ラットフォーム共同研究推進プログラム（OPERA）」採

択）、ひろしまものづくりデジタルイノベーション創出プロ

グラム（内閣府「地方大学・地域産業創生交付金」採択）な

どの取組を進めている。なお、令和元年度は、平成 27 年度

と比較して産学連携収入は 30.9％増加、共同研究講座・共

同研究部門数は 1150.0％増加、包括的研究協力協定締結数

は 49.2％増加している。（中期計画 3-1-1-1） 

（改善を要する点） 

○ 教育学部及び教育学研究科における教員就職率の状況 

 教育学部第一類卒業者の教員就職率は、平成 28 年度から

令和元年度にかけて 51％から 65％となっており、目標値

90％に達していない。また、教育学研究科博士課程前期の修

了者（現職教員を除く）の教員就職率も、平成 28 年度から

令和元年度にかけて 47％から 54％となっており、目標値

70％に達していない。これらの目標について達成は困難であ

ると判断されるため、教員就職率の向上に向けた改善が必要

である。（中期計画 3-1-1-2） 
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Ⅳ その他の目標（大項目４） 

１． 評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「その他の目標」に係る中期目標（中項目）が１項目であり、当該中項目が

「順調に進んでいる」であることから、これらを総合的に判断した。 

２． 中期目標の達成状況 

（１） グローバル化に関する目標（中項目 4-1） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由）「グローバル化に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、

当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に判断した。 

小項目 4-1-1 判定 判断理由 

 徹底した「国際化」を全

学的に実施することで国際

通用性を高め，ひいては国

際競争力を強化し，世界大

学ランキングトップ 100 を

目指すための取組を進め

る。 

【３】  中期目標の達

成に向けて進捗

している 

○ 中期計画の判定がすべて

「中期計画を実施している」

以上であり、かつ中期計画の

実施により、小項目の達成が

見込まれる。 

≪特記事項≫ 

（特色ある点） 

○ 日本語・日本文化教育拠点の整備 

 地域及び海外と連携した日本語・日本文化教育拠点を目指

し、平成 30 年に広島大学森戸国際高等教育学院を設置して

いる。高度な日本語教育と翻訳・通訳スキルを身に付けるた

めの新たなプログラム開設に向けて準備を進めているほか、

平成 29 年に「中四国 ICT 利用の日本語教育を考える会」を

立ち上げ、中四国地域 13 大学の日本語教員が参画して、ICT

を活用した日本語教育コンテンツ開発に共同で取り組んでい

る。また、海外日本語教員ブラッシュアップセミナー（参加

者数：平成 30 年度６名、令和元年度 16 名）を開催し、海外

の日本語教員を高度専門人材に再教育する取組を進めてい

る。（中期計画 4-1-1-3） 

○ 外国語による授業科目の増加 

 教育の国際標準化を推進するため、英語を用いた授業科目
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のみで構成する学位プログラム（コース）を、学士課程にお

いては令和元年度から 19 プログラム導入し、大学院課程に

おいては令和元年度に 73 コース設置している。また、FD と

して「英語による授業の方法」を毎年実施し、令和元年度は

70 名が受講している。これらの取組により、外国語による

授業科目数の割合は令和元年度に 33.9％（5,071 科目／

14,964 科目）となっている。（中期計画 4-1-1-3） 

○ オンラインを活用した日本語教育の拡充 

 充実した日本語教育を実施するため、「いつでもアクセス

できるオンライン日本語教育システム（MyJT）」を平成 28

年度に導入しているほか、日本語能力を測るプレイスメント

テストを渡日前にオンラインで実施できる体制を平成 30 年

度に構築し、学生の習熟度情報をクラス編成や渡日前指導に

活用している。令和元年度は、オンラインプレイスメントテ

ストの結果がレベル１からレベル３までの外国人留学生を主

とした 163 名が MyJT を受講するなど、付加的な学習ツール

として e ラーニングを受講することにより、自主的な日本語

学習の効率化に取り組んでいる。なお、新型コロナウイルス

感染症対策として、渡日できない留学生を対象に日本語の授

業をオンラインで配信できる体制を整えている。（中期計画

4-1-1-3） 
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≪判定結果一覧表≫

 

  

  

  

  

  

中期目標（大項目）

中期目標（中項目）

中期目標（小項目）

中期計画

判定



 

  

  

  

  

  

中期目標（大項目）

中期目標（中項目）

中期目標（小項目）

中期計画

判定
下位の中期目標・
中期計画における
各判定の平均値

 
【２】

　組織的な就業支援のための教育プログラムを実施し，自治体や企業に就業を希望する学生の就業意欲を増進さ
せ，社会のニーズに応じた法務教育を推進する。

  中期計画1-1-3-2  
中期計画
を実施し
ている

  
【３】 2.00

　学校における諸課題について，優れた実践的対応力と実践研究力を備えた新人教員，ミドルリーダー及びスクール
リーダーを養成する。

小項目1-1-4  
進捗して

いる

 
【２】

　新しい学校づくりを担う，特定の専門領域を超えた高度な専門性を有する人材を養成するための専門領域横断型
教育内容・方法を改善・充実させ，教職大学院における教員就職率を95％以上とする。

  中期計画1-1-4-1  



 

  

  

  

  

  

中期目標（大項目）

中期目標（中項目）

中期目標（小項目）

中期計画

判定
下位の中期目標・
中期計画における
各判定の平均値

 
【３】

　国際的に通用性があって英語４技能（読む，聞く，書く，話す）を測ることのできる資格・検定試験を，平成29年度入
試までに全学部のAO入試において活用し，平成31年度入試までに全学部の一般入試においても活用することに
よって，グローバル化に対応できる人材を受け入れる。

  中期計画1-4-1-2（◆）  
中期計画
を実施し、
優れた実
績を上げ

ている

 
【２】

　優秀な留学生を多数受け入れるために，出願書類アップロード機能，ポートフォリオ機能を装備して出願から入学
までをシームレスに行うことのできる英語版インターネット出願システムを開発し，平成32年度までに全研究科で導入
するとともに，海外拠点等を利用した入学者選抜を全研究科で実施する。

  中期計画1-4-1-3（◆）  
中期計画
を実施し
ている

 
【２】

　国際的に通用性があって英語４技能（読む，聞く，書く，話す）を測ることのできる資格・検定試験を活用した新たな
入学者選抜を実施し，グローバル化に対応できる人材を受け入れる。

  中期計画1-4-1-4  
中期計画
を実施し
ている

3.12

0.12

【３】
研究に関する目標

大項目2
うち現況分析結果加算点

順調に進
んでいる

  
【３】 3.00

研究水準及び研究の成果等に関する目標

中項目2-1
順調に進
んでいる

  
【３】 2.00

　自由で独創性の高い研究を推進し，個性ある研究分野における，国際発信力を高めるとともに，国内外の他機関とも
連携しながら世界トップレベルの研究の達成を目指す。

小項目2-1-1  
進捗して

いる

 
【２】

　ミッションの再定義を踏まえ，総合研究大学の強みを活かし，学術動向や社会の要請に応えた研究を切り拓く。
　人文社会系・学際系の研究分野では，平和を希求する精神の理念に基づき地域社会・国際社会との共存に資す
る真理の探究を進める。
　理・工・農系の研究分野では，物性物理，宇宙科学，機能性材料創製，半導体・ナノテクノロジー，ものづくり・生産
工学，動植物科学・水産海洋科学・食品科学などにおいて質の高い先端研究を発展させるとともに，生物，生命活
動の原理に係る基礎研究を発展させる。
　生命・医学系の研究分野では，原爆の惨禍から復興を支えてきた大学として放射線災害に係る医療に関する研究
拠点を発展させるとともに，再生医療，肝疾患や脳科学研究の質の高い先端研究を発展させる。
　このため，活発な研究活動を展開し，異分野融合型の研究を積極的に進めるとともに，基礎研究から応用研究ま
で一体的に推進し，多様な研究拠点を継続的に創出・育成する。また，特に優れた研究を行う教授職（DP）及び若
手教員（DR）の認定制度を活用し，特に優れた研究活動を支援する。さらに，研究成果の国際発信力を高めるた
め，国際共同研究を推進し，国際会議の積極的誘致など研究者交流を促進する。

  中期計画2-1-1-1（★）  
中期計画
を実施し
ている

 
【２】

　世界トップ100の総合研究大学を目指し，研究マネジメント人材であるリサーチ・アドミニストレーター（URA）及び技
術職員等による研究活動支援により，教員等が研究に専念できる良好な研究環境を整備するとともに，優秀な研究
人材を確保することにより，論文数を第２期中期目標期間終了時の1.5倍程度とし，被引用度の高いTop１％・10％論
文の増加，人文社会系にあっては，重要な学術賞を受賞できるような著書・論文を発表する。また，国際共同研究や
研究者交流の促進など国際研究活動を強化し，国際共著論文を第２期中期目標期間終了時の２倍程度にする。

  中期計画2-1-1-2（◆）  
中期計画
を実施し
ている

  
【３】 3.00

研究実施体制等に関する目標

中項目2-2 順調に進
んでいる

  
【３】 2.33

　研究活動を適切に評価できるように研究マネジメント機能を強化し，重点領域に効率的な研究支援を行う。

小項目2-2-1  
進捗して

いる

 
【３】

　教員の個人評価及び本学の教育や研究面でのパフォーマンスをモニターする独自の目標達成型重要業績指標
（AKPI®）等を参考に，研究活動の評価を適切に行い，大学として重点的に取り組む領域を決定し，研究者等の重
点的配置を行う。

  中期計画2-2-1-1（◆）  
中期計画
を実施し、
優れた実
績を上げ

ている

 
【２】




